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日土小学校

東・中・新西校舎の北側全景

　

　日土小学校は1875年に日土地区の新堂に開設された啓蒙学校を
起源とし、その後近隣の学校との合併や改称などをくり返して1909年に
日土尋常小学校となり、1910年、現在の地に校舎が新築された。それは
「33間の校舎」と呼ばれ、現在と同様に喜木川に沿う1棟の大きな木造
校舎であった。1937年に敷地の西端に講堂が、1949年には敷地の東側に
日土中学校が建設されて運動場がコの字型に囲まれた。
　そして1955年に西校舎が講堂の東隣に建てられた後に中央の校舎を
順次解体し、松村正恒の設計によって、1956年に中校舎が、1958年に
東校舎が完成したのである。それらは、普通教室と廊下を切り離した
クラスター型の教室配置や川との心地よい空間性などが評価され、当時

東大助教授だった内田祥哉などから絶賛された。
　その後、近代建築再評価の動きの中で再び注目され、1999年にドコモモ・
ジャパンによって日本を代表する20の近代建築のひとつに選ばれた。
木造と鉄骨トラスなどを組み合わせたハイブリッド構造や、欧米の近代
建築に対する独自の解釈によるデザインといった観点が新たな評価の
視点に加わり、歴史的価値と現代的価値を併せもつ建物として、保存・
再生し小学校として使い続けることが決定された。
　改修工事は2009年に無事完了し、新築の建物にはない複数の時間性を
もつ最先端の学習環境へと甦り、2012年には戦後建築としては4番目と
なる国の重要文化財に指定された。
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東・中校舎の南側全景
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概　　要

川之内小学校 愛媛県八幡浜市川之内１－182
1950年　竣工
2015年　閉校

長谷小学校 愛媛県八幡浜市高野地716
1953年　竣工
2013年　閉校

旧図書館 愛媛県八幡浜市94－20
1951年　竣工

中津川自治公民館 愛媛県八幡浜市中津川1－512
1956年　竣工

日土東小学校 愛媛県八幡浜市日土町6－961
1951年　竣工
2014年　閉校

旧白石和太郎洋館 愛媛県八幡浜市保内町川之石2－9－10
明治末期頃　竣工

菊池清治邸 愛媛県八幡浜市183
江戸末期～明治初期頃　竣工

日土小学校 愛媛県八幡浜市日土町２－８５１
1956年　中校舎落成
1958年　東校舎落成
200７年　中・東校舎八幡浜市有形文化財に指定
2009年　中・東・新西校舎改修改築
2010年　第６回木の建築大賞
2012年　国重要文化財に指定
　　　　 日本建築学会業績賞
　　　　 ワールド・モニュメント財団 / ノール モダニズム賞
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